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複雑性尿路感染症に対す るCeftazdimeの 使用経験
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秋田大学医学部泌尿器科教室

(主任:土 田正義教授)

複雑性尿路感染症32例 にCeftazidime(CAZ, SN401)1回1ま たは2g,1日2回,5～7日

間静脈内投与を行なって,UTI薬 効基準で著効11例,有 効16例,無 効5例,有 効 率84%の 結

果を得た。

細菌学的効果では,Serratia P. aeruginosaに 対 して も高 い効果を認め,消 失率 は86%で あ っ

た。副作用は特に問題 とはならなか った。

Ceftazidime (CAZ, SN401)は,7-aminocephalos-

poranic acidの7位 側 鎖 にaminothiazolyl carboxy-

propyl oxyimino基 を,3位 側鎖にpyridineを 導入 し

た新しいcepharosperin系 抗生物質である。抗菌スペ ク

トラムが広域で,各 種細菌 の産生するβ-lactamaserc対

し極めて安定であ り,体 内では代謝を受 けずに未変化体

のまま大部分が尿中に排泄 され,投 与後6時 間 までの尿

中回収率は約85%と いわれている1)。 そのため,最 近

問題となっている難治性の複雑性尿路感染症の治療 に対

し期待がもたれる薬剤である。私達は32例 の複雑性尿

路感染症患者に本薬剤を投与 した。

I.対 象 と 方 法

秋田大学泌尿器科および関連病院に入院中の尿路に器

質的疾患を有する尿路感染症患者を対象 と し た。UTI

判定基準に合致す る症例は32例 あ り,疾 患別 では,急

生腎盂腎炎7例,慢 性腎盂腎炎2例,慢 性膀胱炎23例

であった。群別でみると,単 独感染の第1群15例,第

2群2例,第3群2例,第4群3例,混 合感染 の第5群

5例,第6群4例 であった。年齢は21歳 ～79歳,平 均

0.9歳であり,男 性26人,女 性6人 であった。

投与方法は,Ceftazidime 1gを 生食20mlに 溶解 し

的1分間でゆっくり静注,あ るいは2gを5%ブ ドウ糖

溶液50ml～500mlに 溶解 し,60分 ～90分 で点滴静注

1日2回 投与 した。

投与前後で検尿,尿 中細菌検 査,血 液生化学検査を行

なって薬剤の効果判定,副 作用 の検討 に用いた。

II.成 績

32例 の内訳をTable1に 示す。疾患別 では急性腎盂

賢炎7例,慢 性腎盂腎炎2例,慢 性膀胱炎23例 であ り,

患別の主治医判定に よる有効率は,急 性腎盂腎炎 で有

以上43%,や や有効以上71%,慢 性腎盂腎炎 で有効

以上100%,
.やや有効以上100%,慢 性膀胱炎 で有効以

上78%,や や有効以上91%で あった(Table2)。UTI

判定基準でみ ると急性腎盂腎炎 は 有効率43%,慢 性腎

盂 腎炎は100%,慢 性膀胱炎は96%で あっ た(Table

3)。UTI評 価基準2)に よ る疾患病態群 で分ける と,第

1群 カテーテル留置例 は,87%有 効(15例 中13例),

第2群 前立腺術後 感染症は100%有 効(2例 中2例),

第3群 そ の他の上部尿路感染症は50%有 効(2例 中1

例),第4群 その他の下部尿路感染症 は100%有 効(3

例 中3例),第5群 混合感染 カテーテル留置症例は67%

有効(6例 中4例),第6群 混合 感染 ・非 留 置例 で は

100%有 効(4例 中4例)で あ り,総 合有効率は単独感

染例86%,混 合感染例80%,全 体 では84%と 高率 で

あった(Table4)。

細菌学的効果 をみると,グ ラム陽性菌では,S. epider-

midis 3株 中3株 消失100%, Enterococcus 4株 中4

株消失100%で7株 すべてが 消失 した。 グラム陰性菌

では,P. aeruginosa 8株 中6株 消失75%,P. cepacia

1株 中1株 消失100%.P. maltophilia 2株 中2株 消失

100%, S. marcescens 7株 中7株 消 失100%,Ser-

ratia sp. 1株 中1株 消失100%, K. pneumoniae 6

株 中5株 消失83%, P. mirabilis 2株 中2株 消失100%,

P. morganii 2株 中1株 消失50%, P. rettgeri 2株 中

2株 消失100%, A. anitratus 2株 中1株 消失50%,

E. cloacae 2株 中2株 消失100%,Flavobacterium 1

株中1株 消失100%し,37株 中31株84%の 消失率

で あった。

全体 としては,44株 の細菌が検出され38株 消失(消

失率86%)6株 存続 した。 また4株 が投 与後 に菌交代 と

して新 しく検 出された(Table5)。 副作用 としての自他

覚症状 を観察す ると同時 に,本 剤投与前後 におけ る赤血

球,血 色素,白 血 球数,BUN,血 清 ク レア チ ニ ン,

GOT,GPT,A1-Pな どを測定 して比較検討 した。1例
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Table 2 Clinical effectiveness rate by doctor's judgement

Table 3 Overall clinical efficacy by uriteria of UTI commitee

Table 4 Clinical efficacy classified by type of infection

にGOT,GPTの 上 昇(GOT 19→55,GPT 17→75)

を認めたほかには異常はみ られなか った。 こ のGOT,

GPTの 上昇症例は,さ らに2週 間後 の検査では正常に

復 していた。

III. 考 察

泌尿器科においては尿路に カテーテルを留置す ること

が多 く,ま た,尿 路に手術操作を加え るこ とによ り,尿

路感染 が起 こ りやす く,最 近 ではSerratia, Pseudomo-

nasな どに よる難 治性 の尿路感染症が問題 となってい

る。Ceftazidimeは,大 部分が尿路 に排泄 される広域 ス

ペ ク トラムを有す るcephalospolin系 抗生荊で,Pseu-

domonasに も強 い 抗菌活性 を 有す ると報告されてい

る8)。

今 回私達は,複 雑性 尿路感染症32例 にCeftazidime

を投与 し臨床効果について検討 した。UTI評 価による

と著効11例,有 効16例,無 効5例 で,有 効率は84%

と極 めて良好 な成績であ った。特に慢性膀胱炎は23例

中22例 が著効 または有効で96%の 有効率であった。

複雑性尿路感染症は難治性であ り,特 に留置カテーテル

の症例では治療成績 は著 しく劣 るのが普通 で あ るが,
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Table 5 Bacteriological response

UTI基 準第1群,単 独感染 カテ ー テル留置群では,15

例中13例 有効以上,有 効率87%で あ り,第5群,混

合感染カテーテル留置群 では,6例 中4例 有効,有 効率

67%で あり,極 めて好成績であ った。 この理由 として,

本剤が強い抗菌活性を有す ると同時に尿路に高率に排泄

されることが考え られた。一般的に複雑性尿路感染症に

対する注射用cephalospolin系 抗生物質 の有効率は40

～50%と い う報告が多いが,本 剤 は極めて高い有効 率

であり大いに評価 されると思われた。

尿中細菌の消失率は,44株 中38株 消失,消 失率86%

と高率であり,特 にSerratiaは8株 全て消失100%,

Pseudomonas属 は11株 中】9株消 失82%,K. Pneu-

moniae6株 中5株 消失83%が 注 目された。 一方,菌

株は多くはないものの,グ ラム陽性菌に対 しても7株 中

7株消失,100%で,本 剤が グラム陰性菌 だけでな くグ

ラム陽性菌 に対 して も有効であることが証明 された。

副作用は32症 例中1症 例3.1%に おいての みGOT,

GPTの 上昇がみ られたが,自 他覚的に も特に問題 とな

る所見はみ られず,副 作用の面か らも従来 のcephales-

polin系 薬剤 と比較 して特に劣 っているとい う印象 は受

けなか った。
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Thirty-two patients with complicated urinary tract infections were treated with 1 g or 2g of

ceftazidime given intravenously twice daily for 5•`7 days. The clinical results evaluated according to

the Critieria of UTI Committee were excellent in 11 cases, moderate in 16 cases and poor in 5

cases, and the overall efficacy rate was 84%.

Bacteriologically, bacterial were eradicated in 38 of 44 strains, with the elimination rate of 86%.

No serious side effect was experienced.


